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第

回
伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
会
開
催

10

３月１日、世界中の子どもたちにポリオワク

チンを贈ろうと、ボランティアでペットボトル

のキャップを集めている木山中学校の生徒会に

賛同した陸上自衛隊高遊原分屯地曹友会
そうゆう

（古閑
こ が

愛朗会長）から約45㎏のキャップが贈られまし
あいろう

た。キャップは、隊員の皆さんとそのご家族が

約半年をかけて集めたものです。

ボランティア委員は１年から３年までの21

人。古閑会長からキャップを受け取ったボラン

ティア委員長の小田えみりさん（２年）は「地域
お だ

を活性化している自衛隊の皆さんのようにボラ

ンティアを通して学校や地域に貢献していきた

い」と今後の活動に意欲を燃やしていました。

高遊原曹友会から木山中へペットボトルキャップ寄贈

曹友会の古閑会長（後列右）、村山さん（後列左）と木山
中ボランティア委員の皆さん

２
月

日
、「
第

回
伝

26

10

統
文
化
に
ふ
れ
る
会
」が

町
文
化
会
館
で
、
華
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
広
く
町
民
に
地

域
の
伝
統
文
化
、
芸
能
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も

ら
い
、
故
郷
を
愛
し
、
誇

り
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
町

文
化
協
会
（
末
武
有
二
会

す
え
た
け
ゆ
う

じ

長
）
が
毎
年
開
い
て
い
る

も
の
で
す
。

供

代
の
若
人
が
織
り

10

な
す
美
と
情
熱
の
旋
律
僑

を
テ
ー
マ
に
、
益
城
町
こ

ど
も
神
楽
教
室
の
神
楽
の

舞
で
幕
を
開
け
、
県
立
鹿

本
農
業
高
校
郷
土
芸
能
伝

承
部
に
よ
る
山
鹿
灯
籠
踊

り
、
熊
本
市
出
身
の
山
下

や
ま
し
た

靖
喬
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三

や
す
た
か

味
線
の
演
奏
、
秀
岳
館
高

校
倭
太
鼓
部
の
太
鼓
の
演

わ

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

詰
め
掛
け
た
満
員
の
観

客
は
、
県
内
外
で
活
躍
す

る
若
者
の
磨
き
ぬ
か
れ
た

芸
能
を
、
心
行
く
ま
で
た

ん
の
う
し
、
惜
し
み
な
い

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

幻想的な雰囲気をかもし出す山鹿灯籠踊り

秀岳館高校倭太鼓部の迫力あるばちさばき

益城幼稚園（菅恵利子園長、127人、木山）で３
かん え り こ

月２日、お茶会があり、園児たちがお茶の手ほ

どきを受けました。

お茶会では、肥後古流の森千鶴子さんら11人
もり ち づ こ

が、おもてなしの心を学んでほしいと実演を交

えて作法を説明。園児たちは、行儀よく正座し、

あいさつの仕方や飲み方、出し方などを興味深

そうに見つめていました。その後、園児たちは

お互いに向き合い、お菓子や自分でたてたお茶

を差し出し「お菓子をどうぞ鎧」「お茶をどうぞ

鎧」とお点前を披露。受け取った子どもたちも

「ありがとうございます鎧」と大きな声であいさ

つをして、抹茶やお菓子を口にしていました。

益城幼稚園でお茶会

みんなで楽しくいただきました


